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3）施設周辺地盤状況 

 施設周辺地盤状況を確認し、表Ⅲ-2.2.3 の様式に状況を記録する。その際のポイント

の例を表Ⅲ-2.2.4 に示す。 

 

表Ⅲ-2.2.3 施設周辺地盤状況確認欄 

 

 

表Ⅲ-2.2.4 施設周辺地盤状況として確認するべきポイントの例 

場所 具体的な状況 

孔口保護工の基礎地盤ま

たは裏込土 
侵食・洗掘・吸い出し 
(孔口保護工の変形・破損を引き起こす可能性のある現象) 

背後斜面 
崩落・押し出し・侵食・洗掘・吸い出し 
(施設背後からの崩土による孔口や流末処理施設等の埋没の可能性) 

周辺斜面の地表 

湿地化・湧水・侵食・洗掘・吸い出し 
(施設周辺の地表が湿地化する状態は、水抜きボーリングの地下水排
除機能の低下を直接示すものの可能性がある) 

  

 

図Ⅲ-2.2.4 施設機能に影響のある施設周辺地盤状況の例 

（背後斜面の崩落、崩土による集水升および流末処理施設の埋没） 

  

□ 施設機能に影響する変状がある

□ 施設機能に影響する変状がない
施設周辺地盤状況
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(2) 変状レベルの評価基準 

 水抜きボーリング工を対象として、各部位、各項目に対する変状レベルの評価基準（レ

ベル区分の判定事例(写真)とその解説）を表Ⅲ-2.2.5～表Ⅲ-2.2.11 に示す。実際の運

用に当たっては、下記の評価基準と事例・解説を参考とする。 

 

表Ⅲ-2.2.5 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 1 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：水抜きボーリング  

項目(現象)：閉塞(孔口) 
解説(具体的な目安) 

a 

項目に挙げた

現象・状況が見

られない、もし

くは目視困難

なほど軽微で

ある 

 ・付着度 A・B・C※ の孔数の合計が全孔数の

0％ 

 

（付着度 D・E・F※のみ） 

b 

項目に挙げた

現象・状況に対

し軽微な変状

がある 

 

 

 

 

 

 

 

(閉塞割合 30～50％の孔がある） 

・付着度 A・B・C※  の孔数の合計が全孔数

の 25％未満 

c 

項目に挙げた

現象・状況に対

し限定的（局所

的）ではあるが

明らかな変状

がある 

 ・付着度 A・B・C※ の孔数の合計が全孔数の

25％以上 50％未満 

 

d 

項目に挙げた

現象・状況に対

し著しい変状

がある 

  
・付着度 A・B・C※ の孔数の合計が全孔数の

50％以上 

 

または、 

 

・崩土や湛水等で埋没・水没している 

※付着度 A：閉塞割合 70％以上、付着度 B：閉塞割合 50～70％、付着度 C：閉塞割

合 30～50％、詳しくは次頁の補足を参照  
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表Ⅲ-2.2.6 【参考】水抜きボーリング孔口の閉塞割合(付着度)の判定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下記の考え方に沿って目分量で閉塞割合(付着度)を判断する 

 

 

 

  

 

孔口の閉塞割合(目分量) 

＝孔口断面に占める閉塞物の断面積÷孔口断面積×100(%) 

孔口断面 

閉塞物 
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表Ⅲ-2.2.7 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 2 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：水抜きボーリング  

項目(現象)：孔内部 目詰まり 
解説(具体的な目安) 

a 

項目に挙げた

現象・状況が見

られない、もし

くは目視困難

なほど軽微で

ある 

「詰まっていない」場合の孔内状況※ 

・「詰まっている」「やや詰まっている」

の孔数の合計が全孔数の 0％ 

（目詰まりなし） 

 

b 

項目に挙げた

現象・状況に対

し軽微な変状

がある 

「やや詰まっている」場合の孔内状況※

・「詰まっている」「やや詰まっている」

の孔数の合計が全孔数の 25％未満 

 

c 

項目に挙げた

現象・状況に対

し限定的（局所

的）ではあるが

明らかな変状

がある 

「詰まっている」場合の孔内状況※ 

・「詰まっている」「やや詰まっている」

の孔数の合計が全孔数の 25％以上 50％

未満 

 

d 

項目に挙げた

現象・状況に対

し著しい変状

がある 
 

・「詰まっている」「やや詰まっている」

の孔数の合計が全孔数の 50％以上 

 

 

※孔内カメラ画像を目詰まりのイメージとして掲載した。概査において孔内部を撮影する

必要はなく、孔内部の目詰まりの判断の必要があれば検尺棒等を用いる。  

検尺棒 

集水ボーリングの長さ(施工延長) 

検尺棒挿入長さ (m)

(目詰まりを起こした箇所の孔口からの距離) 

孔内部の目詰まり状況の判定の目安
(検尺棒を実施した場合のみ評価） 
 「詰まっている」…検尺棒等を挿入できなくなる場合 
 「やや詰まっている」…検尺棒等を最後まで挿入できるものの抵抗が大きい場合 
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表Ⅲ-2.2.8 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 3 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：水抜きボーリング 

項目(現象)：破損・欠損・腐食※ 

解説(具体的な目安) 

a 

項目に挙

げた現

象・状況が

見られな

い、もしく

は目視困

難なほど

軽微であ

る 
 

・破損・欠損、腐食なし 

※孔口が一部欠けている程度。 

※表面のみ薄く所々錆びて変色している程度 

b 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し軽微

な変状が

ある 

 

・破損・欠損、腐食が明らかに認められるが、断面を

そこなう程ではない。 

・保孔管が施工当初と比べて変位・変形 (内部で緩んで

抜け始めた、もしくは、折れ曲がり始めている等) 

・目視可能な範囲で連続して錆び、表面がザラザラし

て部分的に剥離している場合は腐食で判定する。 

※導水パイプの外れが、点検時にその場で手ですぐに

接続し直すことのできる程度であれば、b 評価とした上

で、接続し直し、その旨を記録する。 

c 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し限定

的（局所

的）ではあ

るが明ら

かな変状

がある 
 

・破損・欠損、腐食によって、（押しつぶされる等で）

断面が大きく減少している孔がある。 

・保孔管の配置が大きく乱れている(折れ曲がった結果

と考えられる)、抜けている孔がある。 

・漏水を起こしている場合。 

※導水パイプの外れや破損を伴う場合は導水パイプに

ついても評価する。 

d 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し著し

い変状が

ある 
 

・ほぼ全ての孔で（押しつぶされる等で）断面が消失

している。 

・ほぼ全ての孔で保孔管の配置が大きく乱れている(折

れ曲がった結果と考えられる)、抜けている。 

※錆によって破損したものは腐食で判定する 

※破損・欠損（歪むなどして管の断面が減少している、割れて欠けている）、腐食（錆等

が原因の破損）等と分類して記録すること。 

※付帯施設の導水パイプは、水抜きボーリングの評価基準に準じる。 
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表Ⅲ-2.2.9 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 4 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：付帯施設：孔口保護工 

項目(現象)：変位・変形、破損・欠損・腐食 

解説(具体的な目安) 

a 

項目に挙

げた現

象・状況が

見られな

い、もしく

は目視困

難なほど

軽微であ

る 

 

 

・変形、破損、腐食なし 

※表面のみ薄く所々錆びている程度であれば、a

評価と見なす。 

※数 mm 程度の目地のズレやヘアークラック～

2mm 程度のひび割れは a 評価とする。 

b 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し軽微

な変状が

ある 

 

 

 

 

 

 

導水パイプの外れ 

・軽微な変形、破損、腐食が明らかに認められる。

ただし原型は留めており、機能(安定性)は低下し

ていない。 

※数 cm オーダーの傾きや 2mm 以上の  

ひび割れを想定 

c 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し限定

的（局所

的）ではあ

るが明ら

かな変状

がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔口保護工の基礎地盤の洗掘により、孔口保護

工が不安定化している 

・局所的に、せり出しや形状を保てないほどの中

詰材流失（カゴ枠工等の場合）がある。 

・開口を伴う連続したひび割れがあり、背面まで

達している。 

・背面土砂の吸出しが確認される。 

・洗掘等で不安定化している。 

※数十 cm オーダーの傾きやの数 cm オーダーの

ひび割れを想定 

d 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し著し

い変状が

ある 

 

・転倒している、もしくは、転倒する懸念がある

(崩壊、大変形)。 

・施設のほぼ全体に、著しい変形・破損・腐食が

及んでいる。 

※変状レベルｃ相当または、それよりも悪い変状

が施設全体に及ぶ状態を想定する。 

※変形（目地での接合不良、傾倒、はらみ出し(カゴ枠等の場合)等）、破損（ひび割れ、

破断(カゴ枠等の番線などの破断)等）、腐食（錆等が原因の破損(腐食によるカゴ枠等の番

線などの破断) ）として、現場で現象を分類して記録すること。擁壁(枠)工編も参考とす

ること。  
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表Ⅲ-2.2.10 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 5 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：集水升工 

項目(現象)：変位・変形・破損・欠損・腐食 

解説(具体的な目安) 

a 

項目に挙

げた現

象・状況が

見られな

い、もしく

は目視困

難なほど

軽微であ

る 

 

 

 

 

 

 

 

集水升工の変形は見られない 

・変形、破損、腐食なし 

(表面のみ薄く所々錆びている程

度であれば、腐食なしと見なす) 

b 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し軽微

な変状が

ある 

 

 

・変形、破損、腐食が明らかに認

められる。ただし、流末処理施設

（水路）との連続性は保たれおり、

漏水等の懸念はない。 

c 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し限定

的（局所

的）ではあ

るが明ら

かな変状

がある 

 

・変形、破損、腐食によって、局

所的に開口部や欠損がある、もし

くは、水路と局所的に不連続、ま

たは、集水升工が内部へ押し潰さ

れて明らかに流下断面が減少して

いる。(漏水している、または、そ

の可能性があるが、流水の大半が

正常に流下可能である) 

d 

項目に挙

げた現

象・状況に

対し著し

い変状が

ある 

 

・集水升工が転倒して、水路とが

不連続となっている。(完全に分離

している、流水の大半が集水升や

水路の外へ流れ出ている） 

・集水升工が内部へ押し潰されて

流下断面が消失している。 
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表Ⅲ-2.2.11 変状レベル判定事例(水抜きボーリング工 その 6 ) 

変状 

レベル 
評価基準 

部位：流末施設 ・集水升 

項目(現象)：閉塞・埋没(土砂等)   

解説 

(具体的な目安) 

a 

項目に挙げ

た現象・状

況が見られ

ない、もし

くは目視困

難なほど軽

微である 

 

・閉塞・埋没なし 

 

（水路内に、少量の草や枝などの落下物や島状

の堆積物が散見される程度までであれば、閉

塞・埋没なしと見なす） 

b 

項目に挙げ

た現象・状

況に対し軽

微な変状が

ある 

 

半ば落ち葉等に埋もれているが排水は維持され

ている。 

・半ば埋もれているが、排水(通水)は維持され

ている。 

（特に、落ち葉等は、堆積物の隙間から通水が

可能な場合があり、見た目の嵩以上に排水機能

を有しているので注意する） 

c 

項目に挙げ

た現象・状

況に対し限

定的（局所

的）ではあ

るが明らか

な変状があ

る 

 

土砂堆積により、ほぼ完全に埋没 

・ほぼ完全に埋没しており、排水(通水)に支障

がある。 

(局所的にでも完全に埋没していると、まだ排

水機能を有している箇所が残っているとして

も、連続した水路の排水機能としては低下して

いると見なす。) 

d 

項目に挙げ

た現象・状

況に対し著

しい変状が

ある 

集水升が埋没し、常時溢水が生じる。 

・広範囲(評価対象施設延長の大部分)で土砂等

の堆積により完全に埋没、かつ、常時溢水が生

じる(もしくは、頻繁な溢水の跡がある) 

 

※現象的には「閉塞・埋没」の「c」と同じだ

が、周辺への影響が大きいと考えられるため、

「d」とする。 

※流末施設、集水升工の変状レベルは、水路工と整合が取れるように運用する。 
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2.2.3 概査の点検様式と記入例 

 水抜きボーリング工は流末施設までを 1 施設として点検を行うこと。排水を地すべり

地外へ導く延長の長い排水路等は別途施設として点検・評価すること。ただし、対象施

設の取り扱いは、点検作業上の利便性と施設管理の実態(施設管理台帳の記載)を考慮し

て、施設群の点検票などの利用を検討するなど臨機応変に行うこと。 

 水抜きボーリング工を構成する部位としての「水抜きボーリング孔」は、複数の「ボ

ーリング孔」で構成されている。そこで、「様式-3(1)：型 02-2」を用い、各ボーリン

グ孔に対して①個別に孔口閉塞状況を目視により点検・記録する、②必要に応じて検尺

棒を挿入し孔内部の目詰まり状況を確認・記録することとする。この評価に基づき、「様

式-3(1)：型 02-1」の部位の変状レベルの中の「閉塞（孔口状況）」、「目詰まり（孔内

部）」の項目の変状レベルの評価を行う（図Ⅲ-2.2.5 参照）。 

 なお、「目詰まり（孔内部）」の項目については、検尺棒による調査を行わない場合は

評価を行わずに空欄とする。 

 これらの項目以外も点検・評価を実施し、施設の健全度評価(ⅰ～ⅳ)を求める。また、

施設について、対応の目安を判断する。 

 表Ⅲ-2.2.12～表Ⅲ-2.2.13 に、様式-3(1)の使用例を示す。なお、様式-3(1)の「総

合評価」「点検結果と対応の目安に対するコメント」の使い方の解説、および、全工種共

通となる様式-3(2)～(4)の使用例はⅠ総論編を参照のこと。 
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図Ⅲ-2.2.5 水抜きボーリング工に対する概査様式の使い方のうち特徴的な部分の解説 

 

 

 

 

 

  

■部位の変状レベル 各項目で当てはまる状況の番号を記入し、最も悪い状態についてレベル判定する。また、判定根拠とする写真番号を示す。

a b c d
工種・部位

本

体

項目
　　状況　（異常な状況がない場合は0とする,

　　　　　　　　複合的な状況その他の場合は9とする）

①変状レベル

目詰まり（孔内部）

破損・欠損 1.欠損･2.ひび割れ･3.抜け･4.折れ曲がり

□

水抜きボーリン

グ※別紙にて、

個々の孔ごとに
評価

1.発錆

②部位の

健全度
（A～D）該当写真

閉塞（孔口状況） 1.細菌類付着 ･ 2.植物・藻類侵入 ･ 3.その他

腐食

1.細菌類付着 ･ 2.植物・藻類侵入 ･ 3.その他

■個々のボーリング孔の点検結果 　当てはまる状況に「○」と記入し、その他必要事項を記録する。 (孔内部目詰まり状況は検尺棒を実施した場合のみ評価）

　 　 　

3

2

1

健

全

番号

各集水ボーリング孔
の施工延長

（m）

乾
燥

濡
れ

滴
水

流

水
あ

り

孔番号
※原則、左から順番に、

番号を付ける

集水状況
（目視にて、当

てはまる状況に
「○」）

流量

(l/分)

※計測

可能な

状況で

あれば

測る

孔口閉塞状況 孔内部目詰まり状況

コメント
(破損状況・水

質・その他状
況)

検

尺

棒

(

実

施

な

ら

ば

○

)

検尺棒

挿入長さ
(＝目詰まりを

起こした箇所の
孔口からの距

離)

（ｍ）

詰

ま

っ
て

い

る

や

や

詰

ま

っ
て

い

る
D E F

細

菌
類

植

物
・

藻
類

A B C

付着度※ 付着物

そ

の
他

a～ｄ 

a～ｄ 

様式-3(1)：型 02-2 

様式-3(1)：型 02-1 

個々のボーリングを点検・記録する 

「水抜きボーリング」という部位の変状レベルを評価 

個々のボーリングの状況を集計する 

   1 
2 3 … 

…
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表Ⅲ-2.2.12 概査調査票（1/4）の使用例その 1 

 

1/分

流量(最大)

唱且宅晶吃~0)1I1豆電tÆV^ル 会項目で当てはま昼状況の番号筆記入し量民芸い状態についてレベル戦'JEす盈白また、判定緩極左す昼写裏番号豊jfiす二

状況 (異常な状況がない場合は0とする ①変状レベル ②都位の
エ種・部位 項目

纏合的な状況その他の場合は9とする) 該当写真
健全度

a 1 b c 1 d (.-0) 

水抜きポーリ
破損・欠損 011欠績・2.ひび割れ目3抜け目4折れ曲がり 。

本 図 ング※lllJ紙に 腐食 OJ1.;発錆 。
D 

体 て、個々の孔 閉塞(孔口状況) 111細菌類付着・ 2植物・藻類侵入 ・3その他 。写真1
ごとに評価

目詰まり(孔内部) 1土砂付着・2植物侵入・3その他

図 導水パイプ
破鍋・欠損 111欠損・2.ひび割れ・3被け・4折れ曲がり 。
閉塞(孔口状況) 311細菌類付着・ 2植物・藻類侵入・ 3その他 写真1

C 。
破煩・欠績 011欠鍋，2.ひび割れ 3目地切れ 4摩耗・5その他 。

回 孔ロ保護工 変位・変形 011ずれ.2傾倒 3沈下 。 A 

付
腐食 011発錆 。

手軽 破横・欠損 011欠損・2ひび割れ・3摩耗 。
施 変位・変形 011ずれ(園地切れ和ー2傾倒・3沈下 。
設 回 集水升

腐食 011発錆
B 。

閉塞・埋没 411土砂堆積・2落葉等堆積・3樋物侵入・4.その他 。 与真2

破煩・欠損 1欠損・2.ひび割れ・H&け・4折れ曲がり・5摩耗
口流末施設 変位・変形 1屈曲・2.ずれ{目地切れ等}・3逆勾配

閉塞・埋没 1土砂堆積.2落葉等堆積ー3値物侵入ー4その他

※孔内部の自詰まり状況は、検尺棒挿入等の調査を行った場合のみ評価する。
| ③蹴の健全度(川 V Eコ[量も畢い部位の瞳金庫に基づいて決定]

※①変状レベル(a-d)、②部位の健全度(A-O)、③施設の健全度(i-iv)の順に各々最も悪い評価を統合し、施設全体を評価する。

③ ← ② ← ① 評価指標

ll~ 項目に挙げた現象状況が見られない、もしくは目視図鑑なほど軽微である ー(機能低下していない状態)

隼EE藍 而w H I 
状 b 項目に挙げた現象・状況に対し軽微な変状がある (本質的に支障はないが放置すると機能低下を招く恐れがある状態)
レ
ベ c 項目に挙げた現象・状況に対し限定的(局所的)ではあるが明らかな変状がある ー(機能低下している状態)

'" d 項目に挙げた現象状況に対し;著しい変状がある ..(明らかに機能低下、または機能喪失している状態)

施段周辺地盤状況
口 施設機能に影響する変状がある I~施対)設銀施に直設接のの施影工響されはた今法の面と肉ころにないいくつと考かえ李b白れ土るのが崩、れ注た視箇す所る必が要見がられあたる。，(対写銀真
回 施設機能に影響する変状がない

その他の状況

司且苦亀令言再現h 滋当する選択量査にO圭付けるa点後者から盤窓管理者への伝達事項としてf対応の目安j圭示す.

対応の目安 判断目安(原則、判断の目安に沿って選択する。原則とは異なる選択をする場合は理由をコメント欄に必ず犯人する。)

問題なし 筋設の健全度が lである場合(部位の憧全度全て酬の鳩合}

監視 施設の健全度が 11である場合(部位田憧童置でBが一つでも含まれる繍合}

軽微な補修 施設の健全度が川である場合(即位の健全置でCが一つでも吉まれる場合)。補修・更新 施設の健全度がIV(部伎の健全置でDが一つでも吉まれる渇合}であり、かつ要因が明らかである場合や対応方法が明確な場合
要詳細調査 施設の健全度がIVであり、かつ要因が明らかでない場合や対応方法が明確でない場合

緊急対応時
の必要性

【やが判新破断た鍋目な安③EI人状①的地②被す損密べ容集り等生ので町再施畢活股章動I 状況と I 
対応策

-点検結果と対応の目安に対するコメント !1ft!:の芳笠更Eの品ftfË. k'~NIi!fi，のfJ/I!5~f.古書F

.4本中4本は水が出ていた。
-出口孔に鉄酸化細菌の増殖によると思われる閉塞物がある。集排水機能の低下が推定される。
・鉄酸化細菌によると思われる閉塞物が、水抜きボーリング孔から流れ出て、集水升にたまっている。半ば埋没しているものの、暗きょ管への出入り口
は確mできたことから、流末への排水機能は維持されていると考えられる。
・孔内洗浄および集水升内部の清掃が必要と考えられる。洗浄前と直後に水質調査と孔白状況写真撮影を行い配録に残す。定期暦に孔ロ状況を確留
し、再度閉塞物の付着が発見されるまでの期間を把濯すると、今後の施段管理に有用な情報と考えられる。
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表Ⅲ-2.2.13 概査調査票（1/4）の使用例その 2 
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2.3 詳細調査 

2.3.1 基本事項 

水抜きボーリング工に対する詳細調査は、孔内部などの外観からの目視で把握できな

い部分を調査するために行われる。ただし、調査の費用対効果について十分検討し、例

えば、施設の重要度が低く、変状が無い場合や、機能診断調査を行うよりも事後保全の

方が明らかに経済的と判断される場合には、詳細調査の対象外とすることも検討する。 

 

2.3.2 詳細調査計画 

 水抜きボーリング工について、目詰まりが顕著な場合、洗浄しても短時間で目詰まり

が再発する事例が多く報告されている。鉄酸化細菌等がきわめて形成されやすい条件で

あるか、あるいは、ボーリングの孔口付近に閉塞等が確認されなくても、孔内数ｍ奥に

目詰まりがないかなどの観点から詳細調査が必要とされることもあると考えられる。一

例として、①水抜きボーリング孔内、②流水等の水質などが調査対象として挙げられる。 

 水抜きボーリング工に対する詳細調査手法の例を、表Ⅲ-2.3.１に示す。 

 

表Ⅲ-2.3.1 水抜きボーリング工に対する詳細調査手法 

対象部位/現象 調査目的 手法 手法概要 

水抜きボーリン

グ：孔内 

孔内の目詰まり状況把

握 

 

孔内カメラ 小型カメラを孔内へ挿入して内部を撮影

する。 

検尺棒 検尺棒を孔内へ挿入して、挿入可能距離や

挿入時の抵抗感から目詰まり位置や目詰

まり具合を確認する。 

水質・流量 孔口の流水の水質や流

量を把握し、地表水や

地下水の経路および排

水時のオーバーフロー

の可能性や鉄酸化細菌

等による目詰まりのし

易さ等を推定 

水質調査 

流量調査等 

三角升の設置や流量計もしくは容器など

を使って流量を計測する。 

携帯式水質計や検査キットなどで水質を

分析する。(検査項目例：pH、酸化還元電

位、鉄濃度など） 
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2.3.3 調査方法 

 水抜きボーリング工を対象とした詳細調査は一般的な手法が多いため、ここでは、全

ての詳細な解説は記載しない。各種調査方法についての適切な手引き等にしたがって、

調査を行うこと。 

 水抜きボーリング工の詳細調査の一例として、以下の調査手法を示す。 

① 水抜きボーリングの孔口に目詰まり物質(スケール・スライム等)がなくても、内部に

目詰まりが多く確認された場合は、ＣＣＤカメラにより内部を観察し、目詰まり状況の

把握を行ったうえで機能回復工実施の要否を検討する。 

② 水抜きボーリング孔口に目詰まりが顕著な場合は、水質調査・排水量測定を実施し、

目詰まり物質発生しやすい条件の場合は、定期的な洗浄または孔口閉塞を抑制するよう

な孔口構造などの検討を行う。 

詳細調査実施のフローの一例を図Ⅲ-2.3.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅲ-2.3.1 水抜きボーリング工の詳細調査フロー 

  

孔内目詰まり顕著 孔口目詰まり顕著 

孔内カメラ観察 水質・排水量測定 

内部に目詰まり少ない 内部に目詰まり顕著 

目詰まり物質(スケ

ール・スライム)は形

成されにくい 

今後も目詰まり物質が

形成される可能性が高

い 

監視を検討 孔内洗浄実施を検討 
定期的な洗浄 または 孔口閉塞を 

抑制するような孔口構造などの検討 

要詳細調査 

孔口観察・検尺棒等 
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各調査手法について以下に示す。 

 

(1) 孔内カメラ観察 

 孔内カメラ観察は、小型ＣＣＤカメラを使用する。撮影した画像を１ｍごとに整理し、

孔内湧水の有無、目詰まり物質の形成、土砂量埋没、草根の発達などを記載する。目詰

まりが顕著である場合は機能回復工の検討を実施することが望ましい。 

また、機能回復工で洗浄を実施した場合は、洗浄効果を確認するため、洗浄後のカメラ

観察を実施することが望ましい。 

 

(2) 水質調査・排水量測定 

 水温、ｐH、鉄濃度 Fe2+、電気伝導度、酸化還元電位は、目詰まり物質（スケール・

スライム等）を形成する細菌の活動と密接に関係がある(※1)ため、測定を実施すること

が望ましい。また、目詰まり物質の付着度は排除地下水の鉄排出量（鉄濃度×排水量）

との相関が見られたという研究事例(※2)もあることから、排水量の測定を実施すること

が望ましい（目詰まり物質と水質・排水量との関係性等の詳細については、参考文献を

参照）。 

 

 

※1 参考文献：農林水産省農村振興局企画部資源課「水抜きボーリングの目詰まり原因

とその対策～農村地域地すべり対策施設機能維持検討調査の概要～」平成２０年３月 

http://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/t_zisuberi/pdf/mezumari.pdf 

 

※2 参考文献：奥山武彦・黒田清一郎「地すべり対策集水ボーリング末端における閉塞

の要因と対策」農工研技報 209 ｐ.1 ～ 6 ， 2 0 0 9 年 

 

  




